
敦賀市立東浦中学校 保護者の皆様へ
令和７年度 全国学力・学習状況調査結果分析と今後の対策

本年４月１５・１７日に、「全国学力・学習状況調査」が実施されました。本校の３年生の各教科
の正答率を県平均や全国平均と比較し、結果を分析するとともに、今後の対策を以下のようにまとめ
ましたのでお知らせします。

国語科

【良 好】
・目的に沿って整理した情報を、分かりやすいように表現を工夫すること。
・文章全体と部分の関係に注目し、登場人物の設定を読み取ること。

【課 題】 【対 策】
①文脈に即して漢字を正しく使い分けたり、事象を ・熟語を使った短文づくりや物語を、異学年
表す語彙を言い換えたりすること。 集団に紹介する活動等を通して、多くの漢

②資料や根拠を明確にして、自分の考えを持つこ 字や多様な表現に出会う機会を増やす。
と。 ・自分の体験や学習の振り返り活動を継続し、

自分ならどうしたか、次はどうするか等を
考える習慣がつくようにする。また、課題
やテーマに対して『こう思う理由は何か』
と問いかけながら、具体例を挙げる学習を
行う。

【課題①】の設問（漢字） 【課題①】の設問
（語彙）

【課題②】の設問
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数学科

【良 好】
・多角形の外角の意味を理解すること。
・事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ること。
・証明を振り返り、新たに分かることを見いだすこと。

【課 題】 【対 策】
「思考・判断・表現」を問う問題の正答率が低 次のような取組を充実させ、思考力・判断力・
い。 表現力の向上を目指します。
①式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだ ・文字を用いた式のよさを実感できるように、
し、数学的な表現を用いて説明すること。 偶数や奇数、○の倍数、連続する３つの整数

②目的に応じて式を変形したり、その意味を読 等の表し方や、説明の仕方の手順を確認し、
み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明 数学的な表現を用いた説明に慣れるようにす
すること。 る。

③不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、 ・データの活用に関する学習用語や、複数のデ
判断の理由を数学的な表現を用いて説明する ータを扱った際の判断のポイントになる代表
こと。 値を用いた説明の仕方を確認し、根拠を明ら

④統合的・発展的に考え、条件を変えた場合に かにして説明できるようにする。
ついて、証明を評価・改善すること。 ・タブレットを活用して各生徒が図形を操作し

⑤ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証 て、成り立つと予想される図形の性質を見出
明すること。 す活動を取り入れたり、他の図形に変えた場

合はどうなるかを考えたりして、統合的・発
展的に考察できるようにする。

【課題①】の設問

【課題②】の設問



【課題③】の設問 【課題④】の設問

【課題⑤】の設問
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理科

【良 好】
・地層や水、生き物に関する問題の正答率が、県および全国平均を上回っている。
・自分の考えをまとめたり、理科の知識を用いて身のまわりの事柄を考える力が育っている。

【課 題】 【対 策】
①日常の疑問から出発し、疑問を科学的な課題 ・身近なテーマ（料理、気象、日用品など）を
として自ら設定する力が弱い。 授業のはじめに取り入れる。

②元素記号や化学変化の表現に関する基礎知識 ・探究活動を授業に組み込み、「問い → 仮説
と技能の理解が不十分である。 → 検証」のサイクルを体験させる。

③実験結果をもとに、原子や分子の動きをモデ ・カードゲームやクイズ形式を活用し、元素記
ル化して表すことが苦手である。 号や化学式を楽しく習得できるようにする。

・元素周期表の視覚教材や動画コンテンツを活
用し、理解を定着させる。

・ＩＣＴを活用したシミュレーション教材など
により粒子の動きを視覚化し、イメージの定
着を図る。

【課題①】の設問

【課題②】の設問 【課題③】の設問
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生徒質問紙

【良 好】
学校に行くのは楽しいと思いますか。 普段の生活の中で、幸せな気持ちになること

はどれくらいありますか。

「学校に行くのは楽しい」、「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある」といった、
良好な回答が得られました。生徒たちが学校に対して前向きな気持ちを持ち、日々の生活の中で
も幸せを感じていることがうかがえます。これは、友だちや教員との良好な関係、学校行事や授
業の充実感、家庭での温かな支えなど、さまざまな要因が重なった結果と考えられます。今後も、
生徒一人ひとりが安心して過ごせる環境づくりに努めてまいります。

【課 題】
地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。

「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」という質問に対し、「あまり思
わない」、「思わない」と回答した生徒が多く見られました。これは、地域や社会とのつながり
を実感する機会や、自分の行動が社会に良い影響を与えるという感覚や経験を持つ機会が少ない
ことが一因と考えられます。今後はより一層、地域活動への参加機会の充実や、生徒自身が主体
的に関われるプロジェクトの導入を通じて、社会への関心と意欲を育む取組を進めてまいります。

ご家庭でも、地域や社会について話題にしていただくことで、子どもたちの視野を広げるきっ
かけとなります。これからも、家庭・地域・学校の連携を大切にしながら、一人一人の生徒の健
やかな成長のために学校全体で取り組んでいきます。
今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。


